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令和３年度第２回箕面市廃棄物減量等推進審議会 会議要録

【案件１】 令和 4年度箕面市一般廃棄物処理実施計画について

【案件２】 箕面市食品ロス削減推進計画（素案）に対する答申案について

【案件３】 箕面市一般廃棄物処理手数料の一部見直しについて

【その他】

開催日時 令和 4年 2月 22 日(火) 10：30 ～ 12：00

開催場所 箕面市役所 本館 2階 特別会議室

出席委員数 9 名（Zoom 開催)

欠席委員数 3 名

傍聴者数 1 名

会長

事務局

会長

委員

会長

事務局

それでは次第に沿って進めて参ります。【案件 1】『令和 4年度箕面市一般

廃棄物処理実施計画について』の説明を事務局へ求めます。

なお、説明の後、質疑の時間を設けますのでよろしくお願いします。

【案件 1】 令和 4 年度箕面市一般廃棄物処理実施計画について

（資料 P.1「令和 4年度箕面市一般廃棄物処理実施計画について」に沿っ

て説明）

ただいまの説明について、何かご質問等ございませんか。

令和 3 年度取組状況の中で、「新型コロナウイルス感染症の影響による排

出量の変化を注視」とありますが、実際に変化はあったのでしょうか。

また、不法投棄防止活動（監視カメラ・パトロール等）について、設置場所、

設置による効果を教えていただけないでしょうか。

まずは、1つ目の新型コロナウイルスの影響による排出量の変化について、

事務局より回答をお願いします。

新型コロナウイルスの影響で、テレワークなどの在宅勤務等により、自宅で

過ごされる方が増加し、家庭ごみも増加しました。

箕面市では、令和 2 年度に新型コロナウイルスの影響によるごみの増加に

伴い、箕面市指定ごみ袋 30 リットル 10 枚を無料で追加配布した経過があり



- 2 -

会長

事務局

委員

事務局

委員

会長

会長代理

事務局

会長代理

事務局

会長

ます。

このような状況も踏まえ、令和 3 年度も排出量の変化に注視しているところ

です。令和 4年度についても引き続き注視していく考えです。

ありがとうございます。続いて 2 つ目の不法投棄防止活動について、回答

をお願いします。

詳細な設置場所を公開しますと効果が薄れますが、山間部と市街地1カ所

に設置としています。

効果については、設置後、ほとんど投棄されなくなった状況です。

箕面の山パトロール隊により、監視カメラが設置されていない山間部に大

量の不法投棄が確認されています。常に投棄されている場所もあるため、カメ

ラの設置の検討をしていただけないでしょうか。

カメラの設置については、まず、現地を調査し、効果的な位置に啓発ポス

ターを設置し、その効果を検証してから監視カメラの設置を検討する流れで

す。今回ご縁があり、投棄場所や啓発ポスターの確認をしてきたところで、改

めて監視カメラの設置を検討することになりました。

随時、進めてもらえるようお願いします。

他にご質問等はございますでしょうか。

確認ですが、一般廃棄物の排出及び資源化状況の総ごみ基準値はどれ

を基準とした値だったでしょうか。

当初の箕面市一般廃棄物処理計画を策定した平成 10 年度の値が基準と

なっています。

ごみ減量等は、当時と比較した値を示しています。

基準となる値は使用する頻度が多いため、説明資料に注釈を記載する必

要があると思います。

以後、注釈にて記載します。

他にご質問等はございますでしょうか。
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毎年、箕面市のカレンダーの裏にはごみの排出方法等を記載しています

が、転入者や、ごみの分け方出し方に不慣れの方は困っているので誰が見

てもわかるようにしてほしい。特にごみの収集内容が変わる場合は必ず反映

してほしい。

カレンダーの作成は年に 1回の作成で、作成時に変更内容の記載が間に

合えば都度、整理してお伝えしていきます。

作成途中で変更があれば、ホームページ等で市民の方々へ、周知してい

きます。

ご年配の方はホームページはあまり見ない。誰もがわかりやすい印刷物に

よる周知を検討いただきたい。

カレンダーの作成時であれば紙媒体でお渡しできます。

ただし、カレンダー作成から配付までには時間差があります。早めに情報

提供が必要な要件の場合は、ホームページにて周知していきます。

他にご質問等はございますでしょうか。

3つ質問があります。まず、箕面市の減量・資源化率32.5%は、他市と比べ
て高いのでしょうか。近隣他市と箕面市のレベルはどの程度なのでしょうか。

市民に周知できれば意識の共有ができると思います。

2つ目は、燃えるごみ専用袋無料配付についてですが、我が家ではごみ
袋が余っている状況です。無料配付分を減数することで、市民の意識が変わ

り、分別等に取り組むと思いますので検討してはどうでしょうか。

3つ目は、幼少期より分別等を教育する国もあるそうです。教育で学んでい
れば当たり前になり、大人になっても自然とできるようになると思うのですが、

箕面市では取り組んでいますか。

1 つ目のご質問ですが、手元に資料を持ち合わせていません。改めて説明

したいと思います。

2 つ目のごみ袋無料配付の枚数の設定ですが、世帯員数ごとに枚数の設

定をしており、無料配付分で足りる世帯もあれば、子育て世代等でたくさん使

用する世帯もあります。先ほど説明した新型コロナウイルスの影響によるごみ

の増加傾向もありますので、平時の条件や時期を踏まえながら検討するかを

考えていきたいと思います。

3 つ目の学校教育でごみを学ぶカリキュラムについてですが、社会科で小

学 4年生に生活環境や廃棄物処理に関することを、5年生で食品ロスの問題
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を学ぶカリキュラムが組まれています。全体の学習指導計画の中でいいます

と 26 時間分取り組むそうです。

私の世代では、そのような学習がなかったので、継続して取り組んでいただ

ければ意識改革になると思います。

会長代理からも、この 3点について何かご意見ございますか。

近隣市との比較については、私も非常に興味があるので、市民の方々も興

味があると思います。ただ、基準となる数値も自治体ごとに様々で、資源化率

の計算方法も同様に違いがあると思いますので、単純に比較できないかもし

れません。

年少時からの環境に関する教育は重要なことと思います。一時期、調査の

ため他国に出向いたことがあるのですが、そこで比較しても日本の小学生は

環境に関してよく勉強していますし、環境意識も日本は非常に高いと思いま

す。他国では日本が劣っているような報道を見ますが、私は事実ではないと

思っています。ごみ処理技術も世界的に見ても日本はトップクラスですし、環

境意識も高いので、それをますます高めていくにあたり自信を持って取り組ん

でいけば良いと思います。

ありがとうございました。他にご質問等はありますか。

専用のごみ袋について、配付の袋のサイズでは使いづらい場合もあり、市

販の小さな袋を購入しています。ごみ箱に設置する市販の小さな袋を集めて

配付のごみ袋に入れて排出するのですが、配付の袋に透明で小さなサイズ

があれば、そのまま排出でき使いやすいと近所からも意見があります。内袋

に紙袋を使用すれば危険物等も混入しやすいので、それも防げると思いま

す。

2年前に 40 リットルのごみ袋を新たに追加しました。その際、ごみ袋のサイ
ズの追加以外に色や形状も合わせて変更するか検討するため、市民の方々

にインタビューした結果などをもとに、現在のサイズ、形状となりました。いた

だいた貴重な意見は、今後、検討する際の材料にしたいと思います。

ありがとうございます。他にご質問等はありますか。

一般廃棄物の排出及び資源化状況について、令和 9年度の目標値に幅
がある理由はなぜでしょうか。目標達成の判断ついて、数値の範囲の中でど
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のように示していくのでしょうか。

箕面市一般廃棄物処理計画の目標値では、最大値と最小値を設定してお

り、最大値が最終の達成目標を示しています。まずは最小値の目標を目指

し、最小値の達成後はさらなるごみ減量、資源化の取組により最大値を目指

す考えです。

最小の目標値を目指し、可能であれば到達したい期待値との説明でした

が、計画の進捗状況はどのように考えればよいでしょうか。最小値の数値を

達成したから良いなのか、最大値達成に向けて進めていくのでしょうか。

最小値を達成したら終了という訳ではなく、最大可能なところまで目指す考

えです。家庭ごみ、集団回収、事業系ごみの各分野ごとでの達成も考えてい

ます。特に家庭ごみについては、先ほどの説明どおり取組を講じるなかには、

今回議題として取り上げた食品ロスの削減の取組もありますので、さらなる目

標への到達を考えていきます。

事業系ごみ排出量についてですが、令和 3年度実績（見込）の数値より令
和 4年度の計画値の数値が高いのはなぜでしょうか。

令和 3年度の段階で、令和 4年度の計画値で示した数値を達成したこと
になります。

一般の方が閲覧することも踏まえ、数値等の根拠に注釈が必要かと思いま

した。

不明確な点があるようでしたので、今回ご指摘いただいたところを踏まえ、

次回の審議会での資料作成に反映したいと思います。

他に特にご質問等はございませんでしょうか。

関連した意見ですが、集団回収量が目標値と比較すると大きく超えた数値

となっており、この数値だけを見ると集団回収が盛んなのかと感じます。一方

で、単に目標値が低かったのではとも思えます。今後の目標値の見直しは、

検討されているのでしょうか。

ご指摘のありました令和 9年度の集団回収量の目標値が低いという点です
が、新聞の購読者の減少に伴い、回収量も減少傾向で推移しています。そ
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れを踏まえたうえで令和 9年度の目標値を定めています。令和 4年度の計
画値が令和 3年度の実績見込より低いのは、減少傾向を考慮し算出した数
値が計画値に反映されているからです。ただ、新型コロナウイルスの影響で、

インターネットショッピングによる段ボールや紙類での梱包等により、集団回

収がここ 2年間ほど予測ほどには減少していない状況です。
また、計画値を算出するために令和 3年度の実績見込を示しており、4月
になると見込みではなく実績値が確定します。令和 9年度の目標値に対し、
現状がどの程度なのかをお示しできますので、今回のご指摘と併せ、次回審

議会で報告したいと思いますのでよろしくお願いします。

ありがとうございます。他にご質問がなければ、次の【案件 2】『箕面市食品
ロス削減推進計画（素案）に対する答申案について』の説明を事務局へ求め

ます。

【案件 2】 箕面市食品ロス削減推進計画（素案）に対する答申案について

（資料 P.2～P.3「箕面市食品ロス削減推進計画（素案）について（答申）」資

料 P.4～P.5「箕面市食品ロス削減推進計画（素案）に対する意見集約」に

沿って説明）

ただいまの説明について、何かご質問等ございませんか。

資料 1の 5.食品ロス量の実態把握についてですが、箕面市には大きな事
業所があまりないため、家庭ごみの割合が多いと考えます。また、一般家庭

から排出されるものについてもある程度統一されていると思います。これまで

の実態調査については、過去の調査から現在の収集による結果を示されて

いると思いますが、今後の実態把握調査についても、大変と思いますがよろ

しくお願いします。

他にご質問等はありますでしょうか。

箕面市の印象ですが、農地が多く産地の野菜も流通しているのかと思って

います。野菜を遠方に出荷するほどロスは増えるものなので、地産地消を項

目にあげてもよいかと思いますが、いかがでしょうか。

農地などの産地の野菜については、現状では説明できる内容を持ち合わ

せていません。いただいた意見については、これまでの意見と同様に計画に

反映させるかを精査していきます。
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地産地消の割合等の調査となると、時間がかかります。食品ロスに地産野

菜を使う意味や、箕面でどのような野菜が作られ売られているのかを知ること

も大事だと思います。資料 1の 2.(3)こどもたちへの啓発の部分で追記しても
良いのでは思いました。

ありがとうございます。今の意見は大阪府の大阪産（おおさかもん）の取組と

思いました。この背景には、食品ロス削減はもちろん、CO2排出量の削減に

もなりますので、とても大事な教育のひとつになると思います。

その他の意見がないようなので、本日の意見を参考に、私と副会長とで最

終の答申内容をまとめさせていただきます。

委員の皆さん、本件の答申について正副会長に一任していただけますで

しょうか。

異議無し。

続きまして、【案件 3】『箕面市一般廃棄物処理手数料の一部見直しについ
て』の説明を事務局へ求めます。

【案件 3】 箕面市一般廃棄物処理手数料の一部見直しについて

（資料 P.6～P.7「箕面市一般廃棄物処理手数料の一部見直しについて」に

沿って説明）

ただいまの説明について、何かご質問等ございませんか。

市民ニーズへの対応のため、環境クリーンセンターの受入曜日を拡大する

とのことですが、職員の負担はどうなるのでしょうか。現従事職員で対応する

のでしょうか、外部へ委託するのでしょうか。

曜日の拡大については、事前に予約制の導入も予定しています。予約制

により効率的な人員配置を行えるため、必要人員を抑えつつ受入曜日拡大

を考えていきます。また、受入業務の委託化に合わせて、令和 5年 4月から
としています。

他にご質問等はございますでしょうか。
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クリーンセンター内の搬入経路の動線の改善ですが、計量機を増設する考

えでしょうか。

令和 3年 4月に計量機を増設し、計量機 1台の時のようなＵターン経路で
計量機に乗る必要がなくなり、通常の搬入時の動線は改善できました。しか

し、手数料を別でいただく特定家電等を同時に搬入した際の動線が改善で

きていないため、個別の手数料に重量の手数料を加えるよう見直すことで改

善が可能と考えています。

他にご質問等はございますでしょうか。

車を手放したため、クリーンセンターに持ち込むことができず、臨時収集を

予約しています。持ち込みできる方との差もあることから、月に 2回程度無料
回収を検討いただけないでしょうか。

現在、大型ごみは 1収集あたり 1世帯 1点とさせていただいています。こ
れは物を大事にすることと、ごみの減量の観点からお願いしています。ご意

見の「無料回数を増やす」は、ごみの増加にも繋がるため難しいと考えます

が、今後検討する際の貴重なご意見として参考にさせていただきます。

他にご質問等はございますでしょうか。

なければ、『その他』について事務局からお願いします。

事務局からは特にありません。

最後に、委員の皆さんからは何かございますか。なければ、これで、本日の

審議会を閉会します。それでは次回の開催予定についての説明を事務局に

求めます。

事務局より、次回審議会の開催予定についてご説明します。

本年度の審議会は終了しました。次回審議会は、令和 4年度第 1回目の
開催となります。

次回開催に向けて案件、報告議題等の準備と整理を進めて参ります。開催

準備が整いましたら各委員あてご案内させていただきますので、よろしくお願

いします。

答申（案）につきましては、本日も貴重な意見をいただきましたので、私ども

でそれを答申させていただきます。ご理解いただきありがとうございました。
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それでは、令和 3年度第 2回箕面市廃棄物減量等推進審議会を閉会しま
す。皆さん、お疲れ様でした。


